
■ねらい

■カリキュラム一例

内 容

■オリエンテーション
（１）研修の目的、目標設定
（２）現状課題の共有

・グループディスカッション
・各グループ代表者による共有

１．令和時代の上司、先輩のあり方
（１）後輩スタッフに対する意識改革
（２）新しいリーダーシップとフォロワーシップ
（３）目的と目標、問題と課題の整理法

２．ティーチングとコーチングの実践
（１）ティーチングとコーチングのプロセス
（２）任せられるスタッフにするためのポイント
（３）指導計画と目標の見える化

【ワーク】自分の業務における指導計画（概要）の作成

３．後輩スタッフへの適切なOJT指導・教育法
（１）論理的な思考と伝え方の基礎

【ワーク】結論と理由を明確にする実践トレーニング
（２）強要しない教え方

【ワーク】自分と他者の性格タイプ分析
（３）感情的にならない伝え方

【ワーク】説得力のある仕事の勘所の伝え方
（４）心を開放するアサーション
（５）ケーススタディ

研修で学んだ考え方やスキルを日常業務に落とし込み、実践力の向上を図る

OJT指導者研修 ～後輩の個性を尊重した押し付けない教え方を学ぶ～

■テーマ概要

「店舗に新人が配属され、初めて後輩を持ったが指導の仕方が分からない」、「部下の教育、育成の進め方を
知らない」、「自分の指導に対して後輩スタッフが納得感を持っていない」といった課題や疑問を解消し、円滑
なコミュニケーションと分かりやすいOJT指導によって自律型人材を育成するためのプログラムです。

・新しい時代のリーダー、先輩像を知り、安心で安全な後輩への接し方を習得する

・多様性（ダイバーシティ）を尊重した後輩スタッフとのコミュニケーションと指導方法を学ぶ

・思いつき、押しつけにならない指導と伝え方を実践的に学ぶ

対象：先輩スタッフ（20～30代）

時間：半日（4時間）

人数：20名

後輩への接し方や教育方
法に関する悩みや疑問点を
出し合い、現状について共
有する

パワハラ、モラハラにならない新
しい時代のリーダーシップ発揮
の仕方を学び、安心で安全
な後輩への接し方を習得する

教えることはしっかり教え、任
せられる自律型人材に育てる
ためのプロセスとそれぞれの段
階におけるポイントを習得する

一人ひとりの個性、人格の
多様性を尊重した教え方と
分かりやすい説明方法のス
キルを習得する


